
ひな型を活用した製作補助資料

「空欄」を穴埋め、朱字部分を書き換えながら、
製作を進めてください。
必ず、組織で協議をしながら製作してください。

ひな型のWord形式データ等、製作に関する
資料はこちらからダウンロードできます。

岡崎市防災ポータル＞日頃の備え＞自主防災活動について＞地区防災計画
https://okazaki-bousai-portal.transmod.jp/sonae/94



そのままでもお使いいただけます。



最後に編集してください。



特に、複数の町内会が合同で町防災防犯協会を組
織している場合や、学区で製作する場合は、分かり
やすく示しておく必要があります。
町単独で製作する場合で、その範囲が明らかであ
れば省略しても良いでしょう。
町防災マップは次項でも添付します。



①は岡崎市防災ガイドブック等で
確認してください。

②は岡崎市小学校区別防災カルテで
確認してください。



岡崎市水害対応ガイドブックの浸水深マップ等で
確認してください。
地区の浸水想定に応じて、必要な河川について記
載してください。



④は岡崎市水害対応ガイドブックの浸水深マップ
「岡崎市の浸水実績」で確認してください。

③は岡崎市防災ポータルで確認し、近隣に所在してい
れば記載してください。
岡崎市防災ポータル＞観測装置＞路上浸水
https://okazaki-bousai-portal.transmod.jp/road/

岡崎市防災ポータル＞観測装置＞路上浸水について
https://okazaki-bousai-portal.transmod.jp/sonae/106



町で製作している防災マップを添付してください。
本書は、町防災マップが製作されている前提でお示し
しています。計画書を住民に配布する場合は、町防災
マップが配布されていることが前提となります。
未製作の町やしばらく更新していない町は、町防災
マップがない前提で策定を進めることも可能ですが、
できる限り町防災マップの製作・修正を検討してくだ
さい。



医療救護所の候補地は、岡崎市防災ガイドブックの防
災マップや岡崎市地域防災計画附属資料の「Ⅴ防災
上必要な施設、設備等」で確認してください。

災害時の協力の可否やその内容については、平常時
から打ち合わせておくことが重要です。必要に応じて
枠を増やして記載してください。

記載の避難所を選定した理由等を残してお
くことも継続的な活動に際し有効です。



町の災害リスク等に応じて、項目の添削や
移動を検討してください。

各班や役割の具体的な内容については、岡崎市自主
防災活動マニュアルを参考にしてください。



資機材の保有数を記載し、管理・整備の
基準としましょう。（整備目標数として
も良いでしょう。）

各資機材の耐用年数や救急箱の中身
の詳細等は、別紙で管理しましょう。

購入する資機材の決定方法等について、できるだけ
詳しく記入してください。



平常時から活動しておくべきことについて、協議して
記載してください。

活動種別ごとの内容について、添削してください。

平常時の各活動の計画については、次項に記載しま
す。



災害防ぎょ隊本部の設置基準や、本部や近隣待避場
所への参集方針などを記載してください。

活動種別ごとの内容について、添削してください。



気象警報が発表された時、浸水を確認した時、避難
情報が発令された時等の町の活動方針について記
載してください。

活動種別ごとの内容について、添削してください。



被災後の避難生活の中で行う活動について記載して
ください。
避難所の運営業務については、複数の町で協働して
計画する必要があるので、別で計画するとよいで
しょう。

活動種別ごとの内容について、添削してください。



ここまでに調べたこと、決めたことを
時系列にまとめましょう。





防災活動の実施時期や内容について、
具体的な計画を記載してください。

町が製作している資料等の修正時期や見直すべき
内容について記載してください。



支援方法や情報管理について、具体的
に記載しましょう。

防災活動に際し、助成費や補助金の申請が漏れる
ことの無いよう、その活用について記載しておきま
しょう。



製作者や協力者は、氏名でなく肩書や団体名で記載
するとよいでしょう。
また、計画を更新した場合はその経過を記録してお
くと良いでしょう。

ひな型のWord形式データ等、製作に関する
資料はこちらからダウンロードできます。

岡崎市防災ポータル＞日頃の備え＞自主防災活動について＞地区防災計画
https://okazaki-bousai-portal.transmod.jp/sonae/94


